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海岸林と砂草の連携が

高まる飛砂抑止効果

翠林総合研究所東北支所兎[里予 竹ぅ貢'

害砂飛の近最

攣
〗
匹
巳
―
車両走行の筍� 

2015年の1月に、秋田県の割山海岸で飛砂の観
測を行いました。観測地の砂浜の幅は約80m、地
形は内陸へ向けて緩やかに高まり、砂草帯が幅10 
~15m、防風柵、その背後にクロマツを主体とした
林帯幅約80mの海岸林が成立している場所でした
（写頁3)。海岸林の前縁邪は樹謳2m、内陸側で5 

~6mに達していました。概略を図1に示します。
地上50cmの謳さまでの飛砂を6日間捕捉した結

果、林内では前緑の海岸林境界から林内奥部にか
けて減少しました（図2)。一方、砂草帯の飛砂呈は、
海岸林との境界に比ぺ前縁で100倍程度多く、砂
草帯の幅10m程度で飛砂呈が大きく減少すること
が分かりました（図3、4)。� 
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飛砂量の観濶

写J:13 観潤地の憬子（秋田県!!1jilJ濤岸将）

.＇‘よがウヽ� ●●飛砂は平らな砂面上なら
ば地表30cmまでの裏さで移

／ 

動しますが起伏のある地形
や桓生があると、 一部は上空
に舞い上がります（図� 1)。ま

．． 

た、飛砂は国速が弱まる推砂図1 観測地の渾団とその

垣や人工砂丘などの構造物 后塁酎`暉闘眼9の

周囲に堆椙しやすいのです
が、堆禎が進み国当たりが強くなる高さまで達する
と堆梧せずに国下側へ通過するようになります。し
かし、飛砂が十分に抑止されている海岸では、飛砂
は砂草帯で捕捉されて堆梧し、捕捉されずに舞い
上がった一部の飛砂も幅の広い海岸林で捕捉され、
内陸にはほとんど達しません。また、海岸林内は風
速が抑えられ、地表には落葉落枝も多いので、砂が
湿っていて豆く、飛砂が� •9 

・：
・：

生じにくい環燒を保って� ” 
£います。

割山海岸には人工の

構造物がなく、大呈の飛 ．. ,• 
＂と�  ●●●●9●9砂が海岸林へ押し寄せ� 

9 99 

てもよいはずだったので 図2 林内のIR砂曼

すが、怠外にも砂草帯で
飛砂の大部分が捕捉さ ご
れていました（図4)。も こ匹i-

i：ちろん砂草にも捕捉で
きる限界はあるため、そ� ” 

w;..~,'.. 

す。しかし、植栽から15 図3 砂日帯の飛砂墨

の限界を超えてしまうと
飛砂の通過域になりま

s,l

．
 年間ほど海岸林が飛砂

害を受けることなく生言
できていたことを考える 「

＂ ． ”“ 

と、割山海岸の砂草寄は� i.t, 
毎年冬季の飛砂である� 1 . :．__ 

T̂-,．9--a程度埋没しては成長する ・......•. 
ことを繰り返しで防砂� 1!!14砂四鞘から林内9::.tr9たの飛砂曼
効果を維持してきたと推� Ol!l2匹配を合咸して作図）

測できます。

砂草による飛砂対策

割山海岸の観測で、砂草の飛砂抑止効果が大き
いことが分かりました。砂草は、種類にもよります
が、10~15cm程度の深さまでなら冬季に埋没して
も翌吾には再び芽を出して草文を1印ばし、 再び飛
砂を捕捉してくれることが期待できます。このよう
な飛砂抑止効果を維持するには、飛砂が集中して
砂草の成長を超えるような堆栢が起こらないよう
に地形を均しておくことや、 車両の走行による踏圧
を避けて砂草を保語することが大切です。




